
仏プロジェクト

定で復
毎
年
一
－
斉
公
開
へ

御
柱
年
は
盈
大
に

江
戸
時
代
ま
で
諏
訪
神
社
（
現
・
諏
訪
大
社
）
と
と
も

に
あ
っ
た
神
宮
寺
由
来
の
仏
像
な
ど
を
一
斉
公
開
し
た
昨

秋
の
「
諏
訪
神
仏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
今
月
2
8
日
に
1

日
限
定
で
復
活
す
る
。
2
7
日
に
は
昨
年
の
協
力
者
の
名
前

を
記
し
た
芳
名
帳
の
法
要
と
、
神
仏
に
関
す
る
講
演
会
が

仏
法
紹
隆
寺
（
諏
訪
市
四
賀
）
で
行
わ
れ
る
。
一
斉
公
開

は
毎
年
行
い
、
6
年
に
一
度
の
御
柱
年
は
盛
大
に
開
く
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
（
唐
沢
宏
）

前
日
に
芳
名
帳

法
要
と
講
演
会

2
7
日
は
午
後
3
時
か
ら
法
要
を

営
む
。
芳
名
帳
は
実
行
委
員
や
奉

賛
者
、
僧
侶
や
神
職
な
ど
3
0
0
以

上
の
個
人
団
体
の
名
前
が
書
か
れ

て
い
る
。
二
つ
の
梶
の
葉
紋
を
あ
し

芳
名
帳
箱
を
手
に
諏
訪
神
仏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
1
日
限
定
公
開
を
発
表
す
る
協

議
会
の
原
直
正
会
長
（
中
央
）
と
岩
崎
宥
全
副
会
長
㊧
、
宮
坂
宥
憲
副
会
長

ら
っ
た
木
曽

漆
器
の
箱
に

収
め
、
1
年

ご
と
に
1
9
寺

社
が
持
ち
回

り
で
保
管
す

る
。
保
管
施

設
を
決
め
る

抽
選
も
行
い
、

賛
助
会
の
佐

久
秀
幸
会
長

が
木
札
を
引

い
て
決
定
す

る
と
い
う
。

講
演
は
、

照
光
寺
（
岡

谷
市
本
町
）
の
宮
坂
宥
洪
住
職
が

「
お
寺
と
は
何
か
」
、
諏
訪
大
社
の

原
弘
昌
権
宮
司
が
「
御
杖
柱
～
諏

訪
大
社
に
受
け
継
が
れ
る
自
然
信

仰
」
と
遷
し
て
話
す
。
参
加
無
料

で
一
般
の
聴
講
も
可
能
。
駐
車
場

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
乗
り
合
わ

せ
で
の
来
場
を
求
め
て
い
る
。

2
8
日
の
一
斉
公
開
は
午
前
9
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
、
寺
院
と
神

社
、
博
物
館
合
わ
せ
て
1
9
施
設
で

仏
像
の
公
開
や
御
朱
印
の
授
与
な

ど
を
行
う
。
各
施
設
で
時
間
が
異

な
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

確
認
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
昨
年
1
0
月

1
日
か
ら
日
月
2
7
日
ま
で
の
約
2

カ
月
に
わ
た
っ
て
諏
訪
地
域
の
2
5

寺
社
と
2
博
物
館
で
仏
像
を
公
開

し
、
江
戸
時
代
ま
で
あ
っ
た
神
仏

習
合
の
姿
に
約
1
5
0
年
ぶ
り
に

光
を
当
て
た
。
各
寺
社
に
数
千
人

の
参
拝
者
が
訪
れ
た
と
い
う
。

寺
院
や
神
社
、
博
物
館
な
ど
で
つ

く
る
実
行
委
員
会
は
解
散
し
た
が
、

地
域
の
魅
力
と
し
て
継
承
し
て
い

こ
う
と
有
志
が
「
諏
訪
神
仏
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
協
議
会
」
を
発
足
。
各
寺
社

の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
1

日
限
定
の
一
斉
公
開
が
実
現
し
た
。

1
0
日
、
協
議
会
長
の
原
直
正
さ

ん
、
副
会
長
の
岩
崎
宥
全
さ
ん
（
仏

法
組
隆
寺
住
職
）
と
宮
坂
宥
憲
さ

ん
（
照
光
寺
僧
侶
）
が
仏
法
紹
隆

寺
で
会
見
し
、
「
古
里
の
責
重
な
神

さ
ま
、
仏
さ
ま
に
触
れ
、
地
域
の

魅
力
と
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

「
前
回
見
逃
し
た
お
寺
、
も
う
一

度
会
い
た
い
仏
像
を
訪
ね
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。


